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九
三
〇
年
代
日
本
外
交
の
史
的
分
析

　
－
日
中
戦
争
に
至
る
対
外
政
策
の
形
成
と
展
開
1

井
　
　
上
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本
論
文
は
、
日
中
戦
争
に
至
る
日
本
外
交
の
形
成
と
展
開
の
過
程
を

〈
政
府
内
政
治
〉
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
分
析
し
、
〈
日
中
戦
争
は
な
ぜ
回
避

で
き
な
か
っ
た
の
か
〉
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
　
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
外
交
は
、
満
州
事
変
か
ら
敗

戦
ま
で
の
中
国
に
対
す
る
連
続
し
た
侵
略
の
過
程
1
1
「
十
五
年
戦
争
」
の

脈
絡
の
申
で
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
「
十
五
年
戦
争
論
」
は
、
い
う
ま

で
も
な
く
日
本
の
戦
争
資
任
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
問
題
意
識
に
基
づ

い
て
い
る
。
し
か
し
、
「
十
五
年
戦
争
」
を
分
析
の
対
象
と
す
る
際
、
そ

の
間
魎
意
識
は
ひ
と
り
戦
争
賛
任
諭
だ
け
で
な
く
多
様
な
は
ず
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
《
平
和
畑
を
価
値
と
す
る
現
在
の
視
点
か
ら
、
戦
争
回
避
の
可

能
性
を
求
め
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
は
、
「
十
五
年
戦
争
」
は
、
そ
の
連
続
の

位
相
よ
り
も
不
連
続
の
位
相
の
方
が
重
要
に
な
る
。
す
な
わ
ち
一
九
…
二

年
五
月
の
停
戦
協
定
に
よ
っ
て
、
局
地
的
限
定
戦
争
と
し
て
の
満
州
事
変

が
一
応
収
東
し
、
一
九
三
七
年
七
月
以
降
の
日
中
全
面
戦
争
と
の
間
に
は

明
ら
か
な
断
絶
が
あ
る
、
と
指
摘
す
る
「
十
五
年
戦
争
」
1
1
不
連
続
説
が

注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
不
連
続
説
は
、
し
か
し
一
九
三
三
年
五
月
か
ら
一
九
三
七
年
七
月

の
間
の
日
中
関
係
の
相
対
的
安
定
期
が
、
な
ぜ
戦
争
の
危
機
へ
と
転
換
し

た
の
か
に
つ
い
て
、
説
得
カ
の
あ
る
議
論
を
展
開
し
て
い
な
い
。
不
連
続

説
と
い
え
ど
も
、
危
機
へ
の
転
換
の
過
程
は
、
陸
軍
の
膨
張
主
義
の
最
的

拡
大
と
、
こ
れ
に
追
従
す
る
外
務
省
、
政
府
と
い
う
図
式
で
描
い
て
い
る

の
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
不
連
続
説
に
よ
る
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
外

交
史
像
は
、
「
十
五
年
戦
争
論
」
の
そ
れ
に
著
し
く
接
近
す
る
こ
と
に
な

る
。　
一
方
「
十
五
年
戦
争
論
」
は
、
近
代
日
本
の
政
治
構
造
諭
で
あ
る
「
二

面
的
帝
国
主
義
」
論
に
依
拠
し
つ
つ
、
満
州
事
変
を
転
換
点
と
す
る
「
ア
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ジ
ァ
・
モ
ン
回
－
主
義
」
路
線
の
主
流
化
“
対
英
米
協
調
路
線
の
後
退
と

い
う
構
図
を
提
示
し
て
い
る
。

　
た
し
か
に
満
州
嬰
変
以
後
、
中
国
に
対
し
て
無
隈
定
に
勢
カ
を
拡
犬
す

る
路
線
（
勢
力
拡
大
路
線
）
が
台
頭
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
二
面
的
帝
国
主
義
」
の
現
状
を
維
持
し
な

が
ら
対
英
米
協
調
を
志
向
す
る
路
線
（
現
状
維
持
路
線
）
が
、
一
転
し
て

急
速
に
衰
退
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
一
九
三
〇
年
代
に
お
い
て
「
ア

ジ
ァ
・
モ
ン
ロ
i
主
義
」
路
線
が
支
配
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か

は
、
現
状
維
持
路
線
の
具
体
的
な
展
開
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
な
く
し
て

は
、
判
断
し
得
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
「
ア
ジ
ァ
・
モ
ン
ロ
ー
主
義
」
と
い
う
理
解
の
仕
方
に
も
、
再

考
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
満
州
事
変
を
最
も

目
約
意
識
的
に
起
こ
し
た
石
原
莞
爾
ら
は
、
満
州
の
排
他
的
支
配
は
こ
れ

を
英
米
が
容
認
し
な
け
れ
ぱ
維
持
し
得
な
い
、
と
認
識
し
て
い
る
点
で
対

英
米
協
調
主
義
的
で
あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
中
国
本
土
に
お
け
る
対
英
米

協
調
1
1
自
制
的
中
国
政
策
を
璽
視
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

よ
う
な
隈
定
的
勢
カ
拡
大
路
線
こ
そ
が
、
陸
箪
中
央
を
印
心
と
し
て
積
極

的
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
満
州
事
変
に
よ
っ
て
日
本
の
対
外
政
策
に
は
三
つ
の

路
線
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
三
路
線
の
〈
政
府
内
政
治
〉
に
お
け
る
展

開
過
程
か
ら
、
日
中
戦
争
に
至
る
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
外
交
を
考
察
す

る
こ
と
、
こ
れ
が
本
論
文
の
基
本
的
な
視
角
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
分
析
視
角
か
ら
、
本
論
文
が
検
討
す
る
第
一
の
課
題
は
、

国
際
連
盟
脱
退
問
題
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
間
題
は
、
日
本
の

国
際
的
孤
立
を
象
徴
す
る
満
州
事
変
の
必
然
的
な
帰
緒
と
し
て
理
解
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
最
近
の
内
政
史
研
究
の
指
摘
す
な
所
に
よ
れ
ぱ
、
国

際
連
盟
脱
退
後
、
む
し
ろ
対
外
危
機
は
鎮
静
化
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
政
党

内
閣
復
活
の
可
能
性
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。
こ
の
国
際
連
盟
を
脱
退
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
対
外
危
機
が
鎮
擦
化
し
た
と
い
う
逆
説
は
、
ど
の
よ
う
に

説
明
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
文
は
、
国
際
連
盟
脱
遇
を
め

ぐ
る
〈
政
府
内
政
治
〉
の
展
開
を
可
能
な
限
り
体
系
的
に
明
ら
・
か
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
逆
説
を
解
明
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
第
一
の
課
魑
と
関
連
し
て
次
に
考
察
す
る
の
は
、
国
際
連
盟
脱
退
後
の

対
米
英
外
交
で
あ
る
。
国
際
連
盟
脱
退
に
ま
つ
わ
る
松
岡
洋
右
の
有
名
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
そ
の
後
日
本
が
「
自
主
・
積
極
外
交
」
一
日
独
伊
枢
軸

外
交
を
展
開
し
た
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
研
究
史
上
に
も
定
着
さ
せ
た
。

と
こ
ろ
が
実
際
に
最
も
重
視
さ
れ
た
の
は
、
対
米
英
外
交
で
あ
っ
た
。
本

論
文
は
こ
の
対
米
英
外
交
を
、
単
に
日
米
、
日
英
の
二
国
間
関
係
に
お
け

る
「
宥
和
」
の
可
能
性
の
脈
絡
だ
け
で
は
な
く
、
国
際
関
係
の
よ
り
広
い

脈
絡
ー
す
な
わ
ち
国
際
連
盟
脱
退
後
の
対
外
危
機
の
鎮
静
化
に
伴
う
多

角
的
緊
張
緩
和
の
模
索
1
に
お
い
て
理
解
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
二
の
課
魑
を
考
察
す
る
に
際
し
て
、
本
論
文
で
は
、
対

米
英
外
交
は
対
中
外
交
に
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の

が
一
つ
の
作
業
仮
説
に
な
っ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
近
代
日
本
の

外
交
史
上
、
常
に
最
も
璽
要
な
位
置
を
占
め
た
の
は
日
中
関
係
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
本
論
文
が
直
接
の
対
象
と
す
る
時
期
に
も
当
て
は
ま
る
よ
う

に
恩
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
日
印
戦
争
に
至
る
中

国
政
策
の
形
成
と
展
開
の
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
が
本
論
文
の
第
三
の
課
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題
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
本
諭
文
は
特
に
次
の
点
に
注
目
す
る
。

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
満
州
事
変
を
契
機
と
し
て
、
中
国
1
1
国

民
政
府
内
に
は
対
日
政
策
を
め
ぐ
っ
て
、
二
つ
の
政
治
勢
カ
の
対
抗
関
係

が
生
ま
れ
た
。
す
な
わ
ち
一
方
は
、
対
日
妥
協
路
線
を
主
張
す
る
「
親
日

派
」
で
あ
り
、
他
方
は
欧
米
諸
国
や
国
際
連
盟
各
国
と
鍵
携
し
て
日
本
に

対
抗
し
よ
う
と
す
る
欧
米
派
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
は
、
「
親
日

派
」
に
接
近
し
て
日
中
関
係
の
改
善
を
志
向
し
た
が
、
こ
れ
は
一
面
で
は

「
親
日
派
」
と
の
協
調
を
意
味
し
た
と
同
時
に
、
他
面
で
は
欧
米
派
と
の

対
立
を
も
意
味
し
た
。
本
論
文
は
以
上
の
よ
う
な
日
本
の
中
国
政
策
の
二

面
性
に
着
目
し
て
、
日
中
戦
争
に
至
る
日
本
外
交
の
展
開
過
程
を
分
析
す

る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
こ
そ
、
日
中
戦
争

へ
の
「
引
き
返
し
不
能
地
点
」
が
明
確
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
最
終
に
本
論
文
が
検
討
す
る
の
は
、
一
九
三
六
年
十
一
月
の
日
独
防
共

協
定
を
め
ぐ
る
枢
軸
外
交
と
日
中
戦
争
と
の
関
係
で
あ
る
。
も
と
よ
り
日

独
防
共
協
定
は
、
「
自
主
」
外
交
へ
の
犬
き
な
転
換
点
で
あ
っ
た
。
し
か

し
本
論
文
の
分
析
視
角
と
の
関
連
で
い
え
ぱ
、
同
協
定
と
勢
カ
拡
大
路
線

と
が
直
線
的
に
緒
ぴ
付
く
の
に
対
し
て
、
他
の
二
つ
の
対
外
路
線
と
の
相

互
連
関
は
、
は
な
は
だ
暖
味
で
あ
る
。
一
体
日
独
防
共
協
定
は
、
限
定
的

勢
カ
拡
大
路
線
と
現
状
維
持
路
線
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
換
言
す
れ
ぱ
、
日
独
防
共
協
定
は
目
申
関
係
の
脈
絡
の
中
で
ど
の

よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
同
協
定
に
よ
っ

て
日
申
関
係
が
悪
化
し
た
と
す
る
な
ら
ぱ
、
藤
溝
橋
事
件
の
直
後
に
締
結

さ
れ
た
中
ソ
不
可
侵
条
約
は
、
日
中
戦
争
の
長
期
化
を
示
唆
す
る
も
の
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
論
文

の
第
四
の
課
題
で
あ
る
。

　
な
お
本
論
文
は
、
あ
く
ま
で
も
実
証
的
歴
史
研
究
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属

す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
立
論
に
際
し
て
は
、
可
能
な
限
り
未
刊
行
一

次
史
料
を
用
い
て
い
る
。
具
体
的
に
は
外
務
省
外
交
史
料
館
の
外
務
省
記

録
、
国
立
公
文
薔
館
の
陸
耶
と
枢
密
院
に
関
す
る
各
種
文
醤
、
そ
し
て
国

立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
と
国
立
憲
政
記
念
館
の
個
人
文
書
で
あ
り
、

ま
た
こ
れ
ら
日
本
側
史
料
の
補
足
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
公
文
書
館
の
イ
ギ

リ
ス
外
務
省
文
書
で
あ
る
。

　
本
論
文
の
具
体
的
な
章
別
構
成
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
序
章
課
題
と
視
角

　
第
一
章
国
際
連
盟
脱
遇

　
　
一
　
松
岡
報
告

　
　
二
　
非
脱
退
の
諭
理

　
　
三
　
協
調
の
た
め
の
脱
退
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
四
　
枢
密
院
と
外
務
省

　
第
二
章
対
米
緊
張
緩
和
の
模
索

　
　
一
　
ワ
シ
ン
ト
ン
予
備
交
渉
に
向
け
て

　
　
二
　
対
米
交
渉

　
　
一
二
　
陸
冊
卑
の
相
対
的
安
定

　
　
四
　
海
軍
の
危
機

　
第
三
章
　
対
米
外
交
と
対
中
外
交
の
間

　
　
一
　
白
鳥
敏
夫
の
米
国
報
皆
を
め
ぐ
っ
て

　
　
ニ
　
ロ
ー
ズ
ヴ
，
一
ル
ト
政
権
と
日
米
関
係

　
　
三
　
軍
縮
問
題
と
日
本
外
交
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四
　
対
米
外
交
か
ら
対
中
外
交
へ

　
第
四
章
　
天
羽
声
明
と
中
国
政
策

　
　
一
　
和
平
工
作

　
　
二
　
関
係
改
善
の
模
索

　
　
三
　
天
羽
声
明
の
意
図

　
　
四
　
天
羽
声
明
の
影
響

　
第
五
章
　
華
北
分
離
工
作
と
広
田
三
原
則

　
　
一
　
外
務
省
と
陸
軍
中
央

　
　
二
　
対
中
国
《
二
重
外
交
専

　
　
三
　
広
里
二
原
則
の
形
成

　
　
四
　
分
岐
点

　
第
六
章
　
「
防
共
」
外
交
の
ジ
レ
ン
マ

　
　
一
　
「
防
共
」
外
交
の
形
成

　
　
二
　
「
防
共
」
外
交
の
展
開

　
　
三
　
「
防
共
」
外
交
の
帰
結

　
第
七
章
　
現
状
維
持
派
の
崩
壊

　
　
一
　
宇
垣
「
流
産
内
閣
」
の
外
交
構
想

　
　
二
　
佐
藤
－
石
原
路
線
の
隈
界

　
　
三
　
中
ソ
不
可
侵
条
約
と
目
中
戦
争
の
長
期
化

　
終
章
　
鯖
論

　
以
上
の
よ
う
な
構
成
に
よ
る
考
察
の
結
果
、
本
論
文
は
、
先
に
設
定
し

た
四
つ
の
課
題
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
緒
諭
を
導
き
出
し
た
。

　
第
一
に
、
日
本
の
国
際
連
盟
脱
退
は
、
国
際
連
盟
に
よ
る
対
日
制
裁
の

危
機
を
回
避
し
、
国
際
協
調
外
交
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
に
、
現
状
維
持
派
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
の
下
で
実
行
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
問
題
の
前
提
に
は
、
勢
カ
拡
大
派
、
限
定
的
勢
カ
拡
大
派
、

現
状
維
持
派
の
い
ず
れ
も
が
、
日
本
に
よ
る
満
州
国
の
承
認
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
国
際
連
盟
脱
退
と
い
う
事
態
を
実
際
に
は
想
定
し
て
い
な
か
ウ
た
、

と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
。
な
か
で
も
現
状
維
持
派
は
、
次
の
よ
う
な
〈
非

脱
退
の
論
理
〉
に
依
拠
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ェ
ネ
ー
ヴ
で
最
悪
の

事
態
（
つ
ま
り
国
際
連
盟
の
対
日
非
難
勧
告
）
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、

日
本
は
単
に
そ
の
勧
告
を
無
視
す
る
態
度
を
示
す
だ
け
で
、
後
は
そ
の
ま

ま
連
盟
内
に
留
ま
れ
ば
よ
い
。
勧
告
無
視
は
決
し
て
連
盟
規
約
違
反
で
は

な
く
、
従
っ
て
ま
た
制
裁
の
可
能
性
も
な
い
、
と
。

　
こ
の
よ
う
な
〈
非
脱
退
の
論
理
〉
に
基
づ
い
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
日
本

代
表
団
は
、
主
に
イ
ギ
リ
ス
の
仲
介
に
期
待
し
な
が
ら
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
7

キ
ァ
を
通
じ
て
「
小
国
」
側
に
も
働
き
か
け
て
、
脱
退
を
回
避
し
よ
う
と

し
た
。
だ
が
、
実
際
に
連
盟
臨
時
総
会
が
開
か
れ
て
み
る
と
、
情
勢
は
予

期
さ
れ
た
以
上
に
困
難
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る

の
は
、
現
状
維
持
派
が
〈
協
調
の
た
め
の
脱
退
〉
を
考
慮
し
始
め
た
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
現
状
維
持
派
は
、
日
本
が
脱
退
す
れ
ぱ
満
州
問
題
は

連
盟
の
審
議
の
対
象
外
と
な
り
、
「
小
国
」
の
「
面
子
」
を
立
て
な
が
ら

連
盟
の
枠
外
で
「
大
国
」
と
協
調
関
係
を
維
持
で
き
、
し
か
も
脱
退
後
も

南
洋
委
任
統
治
権
や
軍
縮
会
議
へ
の
参
加
な
ど
の
《
既
得
権
益
彰
に
変
化

は
な
い
、
と
考
え
て
、
最
悪
の
場
合
に
お
け
る
連
盟
脱
退
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
勢
カ
拡
犬
派
は
、
基
本
的
に
は
連
盟
脱
退
の
必
要
性
を
認
め
て

い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
問
趨
と
は
全
く
無
関
係
に
、
そ
の
軍
事
戦
略
上
の
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観
点
か
ら
、
熱
河
作
戦
の
準
備
を
進
め
て
い
た
。
こ
の
作
戦
の
目
的
は
、

満
州
国
の
領
土
の
最
終
的
な
画
定
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
隈
定
的
勢
カ
拡

大
派
と
し
て
も
、
こ
れ
を
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
た
だ
、
国
際
的

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
考
慮
し
て
、
作
戦
の
範
囲
を
厳
密
に
長
城
以
北
に
隈
定

し
、
欧
米
諸
国
と
の
関
係
悪
化
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
で
、
熱
河
作
戦
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
脱
退
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
熱
河
作
戦
の
既
定
化
は
、
〈
非
脱
退
の
論
理
〉
を
根
底
か
ら

覆
す
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
提
案
で
あ
る

連
盟
の
和
協
委
員
会
に
お
け
る
日
中
直
接
交
渉
に
よ
る
事
態
の
収
拾
が
図

ら
れ
て
い
た
が
、
現
状
維
持
派
は
こ
れ
に
同
意
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら

ぱ
、
仮
に
イ
ギ
リ
ス
提
案
を
受
け
入
れ
た
と
す
る
と
、
日
中
直
接
交
渉
が

行
な
わ
れ
る
一
方
で
、
対
日
勧
告
案
が
可
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

だ
け
な
ら
ぱ
〈
非
脱
退
の
論
理
〉
は
有
効
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
熱
河
を
攻

撃
し
て
し
ま
え
ぱ
、
連
盟
は
こ
れ
を
日
本
の
新
た
な
対
中
国
武
カ
攻
撃
と

理
解
し
て
、
こ
の
明
白
な
規
約
違
反
に
対
し
制
裁
行
動
に
出
て
、
日
本
に

と
っ
て
最
大
の
危
機
が
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
熱
河
作
戦
の
既
定

化
の
下
で
は
、
現
状
維
持
派
は
イ
ギ
リ
ス
提
案
に
賛
成
で
き
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
お
け
る
和
協
交
渉
は
、
最
終
的
に

挫
折
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
間
、
限
定
的
勢
カ
拡
大
派
は
、
勢
カ
拡
大
派
の
抑
制
に
努
め
つ
つ
、

な
お
一
層
慎
重
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
現
状
維
持
派
に
は
、

対
外
危
機
を
回
避
し
国
際
協
調
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
も
は
や
く
協
調

の
た
め
の
脱
退
V
の
論
理
し
か
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て

現
状
維
持
派
は
、
限
定
的
勢
カ
拡
大
派
の
脱
退
尚
早
論
を
押
し
切
っ
て
、

連
盟
脱
退
を
敢
行
し
た
。
熱
河
作
戦
に
よ
る
制
裁
の
危
機
を
連
盟
か
ら
脱

退
す
る
こ
と
で
未
然
に
防
ぎ
、
連
盟
と
の
決
定
的
な
対
立
を
回
避
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
満
州
事
変
以
来
の
対
外
危
機
は
、
国
際
連

盟
脱
退
を
転
機
と
し
て
、
鎮
静
化
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
二
に
、
国
際
連
盟
脱
退
後
の
対
外
危
機
の
鎮
静
化
に
伴
っ
て
、
日
本

外
交
は
対
米
英
関
係
の
改
善
を
模
索
し
た
が
、
こ
の
基
本
的
に
は
現
状
維

持
路
線
の
外
交
方
針
は
、
〈
政
府
内
政
治
〉
に
お
け
る
現
状
維
持
派
と
隈

定
的
勢
カ
拡
大
派
と
の
提
携
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
熱
河
作
戦
の
終
了

後
、
停
戦
協
定
を
経
て
、
隈
定
的
勢
カ
拡
大
派
は
満
州
事
変
以
後
拡
大
さ

せ
て
い
っ
た
軍
事
的
勢
カ
版
図
に
自
ら
境
界
線
を
定
め
、
勢
カ
拡
大
派
と

共
に
当
面
の
目
標
を
一
応
達
成
し
、
相
対
的
な
安
定
期
に
入
っ
た
。
そ
し

て
満
州
国
第
一
主
義
の
下
、
「
北
守
南
守
」
戦
略
を
選
択
し
て
、
中
国
本

土
に
お
け
る
対
米
英
協
調
を
掲
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
陸
軍
の
相
対
的
安
定
を
背
景
に
、
外
務
省
は
ま
ず
対
米
関

係
の
修
復
を
試
み
た
。
そ
の
機
会
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
三
三
年
五
月
末

の
ロ
ン
ド
ン
世
界
経
済
会
議
の
た
め
の
日
米
予
備
交
渉
で
あ
る
。
こ
の
交

渉
に
お
い
て
日
本
側
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
旧
本
の
満
州
政
策
へ
の
黙
認
を

得
て
、
日
米
関
係
の
緊
張
緩
和
化
の
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
年
秋
の
「
五
相
会
。
議
」
に
お
い
て
、
関
係
改
善
の
必
要

性
が
具
体
的
に
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
際
陸
軍
は
、
満
州
国
の
政
治
的
安
定

性
を
高
め
る
た
め
に
、
極
東
国
際
政
治
を
め
ぐ
っ
て
ア
メ
リ
カ
と
の
協
調

を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
外
務
省
の
対
米
特
使
派
遣
案
に
同
意
し
た
。
と

こ
ろ
が
こ
の
対
米
方
針
に
、
海
軍
が
異
論
を
唱
え
た
。
海
軍
は
南
洋
委
任

統
治
権
確
保
の
観
点
か
ら
連
盟
脱
退
に
反
対
し
て
い
た
が
、
脱
遇
が
現
実
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の
も
の
と
な
る
と
、
太
平
洋
上
の
戦
賂
的
拠
点
の
喪
失
と
い
う
危
機
意
識

に
凪
わ
れ
て
、
対
米
戦
争
の
た
め
の
軍
拡
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
五
相
会
議
」
は
対
米
政
策
を
め
ぐ
っ
て
大
き

く
紛
糾
し
た
が
、
結
局
、
海
軍
へ
の
追
加
予
算
と
引
き
換
え
の
形
で
対
米

特
使
案
は
了
承
さ
れ
た
。

　
こ
の
対
米
関
係
改
善
案
は
、
し
か
し
ア
メ
リ
カ
側
の
消
極
的
な
姿
勢
の

前
に
、
挫
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
い
か
な
る
形
式
に
お
い
て
で
あ
れ
、

日
本
の
中
国
政
策
を
明
示
的
に
認
め
る
こ
と
に
は
反
対
の
立
場
を
と
る
ア

メ
リ
カ
国
務
省
極
東
部
が
、
こ
の
提
案
に
強
い
難
色
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
日
本
外
交
は
、
そ
の
後
も
対
米
関
係
ぱ
か
り
で
は
な
く
対
英

関
係
を
も
含
め
た
多
角
的
な
緊
張
緩
和
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を
志
向
し
た
。

特
に
こ
の
時
期
、
主
に
海
軍
の
主
張
す
る
「
一
九
三
五
、
六
年
の
危
機
」

説
に
よ
っ
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ロ
ン
ド
ン
両
軍
縮
条
約
の
廃
棄
が
不
可
避

の
状
勢
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
強
硬
論
を
抑
制
す
る
た
め
に
も
、

日
米
英
の
三
国
間
に
何
ら
か
の
協
調
の
枠
組
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
観
点
か
ら
日
本
が
米
英
に
提
起
し
た
の
が
、
日
米
英
三
国
不
可
侵

協
定
案
で
あ
っ
た
一
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
三
国
間
に
は
、
軍
縮
問
題
を
め

ぐ
っ
て
対
立
関
係
が
存
在
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
軍
縮
に
対
す
る
原
則
論

”
比
率
主
義
を
主
張
す
る
ア
メ
リ
カ
と
、
原
則
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
条
約
の

成
立
を
優
先
さ
せ
る
イ
ギ
リ
ス
と
が
対
立
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
米

英
対
立
の
図
式
の
中
で
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
親
英
的
と
み
な
さ
れ
、

警
戒
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
不
可
侵
協
定
案
も
、
日
英
の
二

国
間
で
な
ら
ぱ
充
分
実
現
の
可
能
性
が
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
同
時

に
日
米
関
係
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
従
っ
て
日
本
外
交
は
、

対
米
協
調
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
日
英
不
可
侵
協
定
を
選
択
せ
ず
、
そ
の

緒
果
、
多
角
的
緊
張
緩
和
シ
ス
テ
ム
も
何
ら
具
体
的
な
形
を
伴
わ
ず
に
構

想
の
段
階
で
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
後
日
本
外
交
が
対
米
英
関
係
に
お
い

て
重
大
な
危
機
に
直
面
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
戦
争
の
危
機
は
、
両

条
約
廃
棄
後
の
「
無
制
限
建
艦
競
争
」
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
中
国
問
題

を
め
ぐ
っ
て
起
こ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
日
本

外
交
は
、
以
後
こ
の
よ
う
な
危
機
を
回
避
し
、
対
米
英
緊
張
緩
和
を
図
る

た
め
に
も
、
日
中
関
係
の
改
善
を
志
向
し
て
ゆ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
　
第
三
に
、
対
外
危
機
の
鎮
静
化
は
、
日
申
関
係
に
も
緊
張
緩
和
の
兆
候

を
も
た
ら
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
日
本
側
は
、
国
民
政
府
の
欧
米
派
を
牽

制
し
な
が
ら
「
親
日
派
」
に
接
近
し
、
関
係
改
善
を
試
み
た
。
天
羽
声
明

は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
の
中
国
政
策
の
基
本
方
針
を
率
直
に
表
明
し
た
も

の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
声
明
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
句
や
レ

ト
リ
ッ
ク
が
「
東
亜
モ
ン
ロ
ー
主
義
」
を
想
起
さ
せ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

が
欧
米
派
と
そ
の
支
持
勢
カ
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
以
上
、
対
中

国
関
係
改
善
政
策
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
欧
米

派
の
意
向
と
は
裏
腹
に
、
す
で
に
国
際
連
盟
や
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
の
立

場
を
配
慮
し
て
日
中
問
題
か
ら
手
を
引
き
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
日
本

の
外
交
当
局
者
は
、
天
羽
声
明
が
重
大
な
国
際
問
題
に
な
る
な
ど
と
は
、

金
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
日
本
側
に
と
っ
て
は
，
こ
く
当
り
前
の
内
容
の
声
明
で
も
、

一
度
公
表
さ
れ
る
と
、
声
明
が
当
初
意
図
し
て
い
た
所
か
ら
は
恩
い
も
よ
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ら
な
い
深
刻
な
縞
果
が
生
じ
た
。
も
と
よ
り
天
羽
声
明
は
、
国
際
的
な
一

大
セ
ン
セ
ー
シ
冒
ン
を
巻
き
起
こ
し
た
が
、
国
際
連
盟
や
ア
メ
リ
カ
は
、

実
際
に
は
天
羽
声
明
の
意
図
を
的
確
に
把
握
し
、
冷
静
な
対
応
を
示
し
た
。

問
題
は
中
国
側
の
反
応
で
あ
っ
た
。
申
国
国
民
政
府
は
、
国
際
連
盟
や
ア

メ
リ
カ
以
上
に
天
羽
声
明
の
意
図
を
正
確
に
受
け
止
め
て
い
た
。
そ
し
て

そ
の
限
り
な
ら
ぱ
、
天
羽
声
明
は
日
中
関
係
に
特
に
悪
影
響
を
与
え
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
声
明
公
表
後
、
こ
れ
が
中
国
に
対
す
る
侵

略
主
義
的
意
志
を
表
明
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
た
時
、
中
国
ナ
シ
目
ナ
リ

ズ
ム
は
ま
ず
日
本
を
、
次
い
で
そ
の
日
本
と
の
「
親
善
」
を
求
め
て
い
た

「
親
日
派
」
を
も
攻
撃
し
た
。
そ
の
結
果
、
天
羽
声
明
前
に
は
対
日
妥
協

路
線
で
国
内
を
一
本
化
す
る
こ
と
に
自
信
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
「
親
日

派
」
も
、
声
明
後
は
一
転
し
て
苦
境
に
陥
っ
た
。
欧
米
派
牽
制
H
「
親
日

派
」
支
持
を
意
図
し
て
い
た
は
ず
の
天
羽
声
明
は
、
結
果
的
に
は
こ
と
も

あ
ろ
う
に
「
親
日
派
」
を
そ
の
国
内
政
治
に
お
い
て
窮
地
に
追
い
込
ん
で

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
現
状
維
持
派
が
自
ら
招
い
た
天
羽
声
明
と
い
う
失
策
を
埋
め

合
わ
せ
る
前
に
、
勢
カ
拡
犬
派
が
相
対
的
安
定
か
ら
脱
却
し
て
、
新
た
な

勢
カ
拡
大
“
第
一
次
華
北
分
離
工
作
を
強
行
し
た
。
一
方
、
限
定
的
勢
カ

拡
犬
派
は
、
対
ソ
戦
略
上
も
こ
れ
以
上
の
日
中
関
係
の
悪
化
を
望
ま
ず
、

勢
カ
拡
大
派
の
抑
制
に
乗
り
出
し
た
。
す
な
わ
ち
華
北
分
離
に
関
す
る
二

つ
の
日
中
協
定
（
梅
津
・
何
応
欽
、
土
肥
原
・
棄
徳
純
協
定
）
を
中
国
側

と
の
軍
事
的
、
政
治
的
勢
カ
範
囲
の
境
界
線
と
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
華
北

分
離
工
作
を
打
ち
切
り
、
以
後
の
華
北
政
策
の
基
本
方
針
を
日
中
「
経
済

提
携
」
に
定
め
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
勢
カ
拡
大
派
が
抑
制
さ
れ
る
一
方
で
、
新
た
な
中
国
政
策
、

す
な
わ
ち
広
田
三
原
則
が
策
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
現
状
維
持
派
と
限

定
的
勢
カ
拡
大
派
と
の
協
調
の
所
産
で
あ
り
、
ま
た
中
国
側
に
も
了
解
可

能
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
広
田
三
原
則
が
正
式
決
定

さ
れ
る
前
に
、
重
大
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
、
永
田
事
件
が
起
こ
っ
た
。
こ
の

事
件
は
、
現
状
維
持
派
と
勢
カ
拡
大
派
と
の
関
係
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

た
が
、
さ
ら
に
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
広
里
二
原
則
を
め
ぐ
る
日
中
交
渉
の

タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
延
し
た
。
そ
の
緒
果
、
中
国
側
の
対
日
態
度
に
不
可
逆

的
な
変
化
が
起
こ
り
始
め
た
。
つ
ま
り
第
一
次
華
北
分
離
工
作
以
後
も
日

本
側
か
ら
具
体
的
な
支
援
を
得
ら
れ
な
い
「
親
日
派
」
が
没
落
し
、
蒋
介

石
も
「
抗
日
」
の
方
向
へ
転
換
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
現
地
の
勢
カ
拡
大
派
は
、
永
田
事
件
で
中
央
が
混
乱
し
て
い
る

間
に
、
第
二
次
華
北
分
離
工
作
に
着
手
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
現
状
維
持

派
は
隈
定
的
勢
カ
拡
大
派
と
共
に
、
よ
う
や
く
正
式
の
も
の
と
な
っ
た
広

田
三
原
則
で
対
抗
し
た
。
こ
の
中
国
政
策
を
め
ぐ
る
争
い
は
、
糞
東
防
共

自
治
委
員
会
の
成
立
に
よ
っ
て
、
結
局
は
勢
カ
拡
大
派
の
勝
利
に
終
わ
っ

た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
勢
カ
拡
大
派
の
中
国
に
対
す
る
勝
利
を
も
意
味
す

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
蒋
介
石
の
国
民
政
府
は
、
第
二
次
華
北
分
離
工

作
に
直
面
し
て
、
従
来
の
対
日
妥
協
路
線
を
最
終
的
に
放
棄
し
、
「
抗
日
」

を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
化
が
翼
察
政
務
委
員
会
の
設
置
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
一
九
三
三
年
以
来
の
日
中
関
係
は
、
決
定
的
に
乖

離
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
四
に
、
疎
隔
し
た
日
中
関
係
を
修
復
す
る
た
め
に
、
現
状
維
持
派
が

隈
定
的
勢
カ
拡
大
派
と
の
協
調
関
係
に
お
い
て
展
開
し
た
の
が
、
「
防
共
」
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外
交
で
あ
ウ
た
。
こ
れ
は
「
防
共
」
“
反
ソ
を
強
調
す
る
こ
と
で
現
地
陸

軍
の
申
国
本
土
へ
の
勢
力
拡
大
を
抑
制
し
、
同
時
に
「
掃
共
戦
」
を
優
先

さ
せ
る
国
民
政
府
と
の
「
共
同
防
共
」
に
よ
る
関
係
改
善
を
志
向
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
一
九
三
六
年
十
一
月
の
圓
独
防
共
協
定
は
、
通
説
的
理
解

が
指
摘
す
る
「
自
主
外
交
」
の
脈
絡
よ
り
も
、
以
上
の
よ
う
な
「
防
莱
」

外
交
の
脈
絡
の
中
で
、
日
中
防
共
協
定
と
の
リ
ン
ク
を
前
提
に
締
結
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
一
方
、
「
抗
日
」
へ
と
転
換
し
た
中
国
は
、
権
カ
政
治
の
レ

ペ
ル
で
ソ
連
へ
の
接
近
を
強
め
て
お
り
、
「
防
共
」
を
基
軸
と
し
た
関
係

改
善
に
は
、
以
前
と
異
な
っ
て
否
定
的
な
態
度
に
終
始
し
た
。
こ
こ
に

「
防
共
」
外
交
は
、
日
中
関
係
に
お
い
て
完
金
な
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
た
の

で
あ
る
。

　
さ
ら
に
日
中
関
係
改
善
の
伴
わ
な
い
日
独
防
共
協
定
は
、
単
に
「
現
状

打
破
」
国
ド
イ
ツ
と
の
協
定
で
し
か
な
く
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
「
現
状
維

持
」
国
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
悪
化
を
意
味
し
た
。
「
防
共
」
外
交
は
、
対

英
関
係
に
お
い
て
も
行
き
詰
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
一
方
で
は
日

独
防
共
協
定
を
容
認
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
対
欧
米
協
調
“
自
制
的
中

国
政
策
を
展
開
す
る
と
い
う
綱
渡
り
の
よ
う
な
「
防
共
」
外
交
は
、
逆
説
一

的
に
も
そ
の
唯
一
の
「
成
果
」
で
あ
る
日
独
防
共
協
定
に
よ
っ
て
、
崩
壊

し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
「
防
共
」
外
交
が
崩
壊
し
た
後
、
日
本
の
中
国
政
策
に
は
な
お
二
つ
の

路
線
　
　
字
垣
一
成
の
現
状
維
持
路
線
と
石
原
の
隈
定
的
勢
カ
拡
大
路
線

1
が
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
字
垣
の
路
線
は
、
独
自
の

ア
ジ
ァ
主
義
的
な
立
場
ゆ
え
に
「
防
共
」
外
交
の
ジ
レ
ン
マ
か
ら
解
放
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
華
北
分
離
の
否
定
な
ど
の
自
制
的
な
呼
国
政
策
構
想
を

掲
げ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
路
線
は
、
石
原
に
よ
っ
て
打
倒
さ
れ
た
。
石

原
は
自
己
の
構
想
の
実
現
を
字
垣
に
期
待
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
石
原
の
構
想
と
は
、
ま
さ
に
隈
定
的
勢
カ
拡
大
路
線
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
石
原
は
、
中
国
本
土
に
お
け
る
対
欧
米
協
調
H
自
制
的
中

国
政
策
構
想
を
抱
き
な
が
ら
も
、
基
本
的
に
は
満
州
国
第
一
主
義
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
石
原
が
最
も
重
視
し
た
の
は
、
字
垣
に
お
い
て
は

自
制
さ
れ
た
中
国
に
よ
る
満
州
国
の
正
式
承
認
で
あ
っ
た
。
石
原
は
こ
れ

に
よ
っ
て
、
満
州
国
の
政
治
的
、
軍
事
的
安
定
性
を
高
め
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。
一
方
、
攻
勢
に
転
じ
て
い
た
申
国
側
は
、
非
妥
協
的
対
日
姿
勢

を
強
め
、
翼
東
政
権
の
解
消
に
留
ま
ら
ず
、
満
州
国
に
対
す
る
主
権
返
還

を
も
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
で
は
石
原
が
中
国
に
満
州
国

の
承
認
を
要
求
し
て
い
る
以
上
、
日
中
間
に
妥
協
の
余
地
は
存
在
し
得
な

か
っ
た
の
で
あ
る
o

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
厳
溝
橋
事
件
が
起
こ
り
、
さ
ら
に
そ
の

直
後
に
中
ソ
不
可
侵
条
約
が
成
立
し
て
、
日
中
関
係
は
新
た
な
局
面
を
迎

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
外
務
省
の
現
状
維
持
路

線
は
、
旧
態
依
然
た
る
「
防
共
」
外
交
を
持
ち
出
し
て
、
完
金
な
機
能
不

金
に
陥
っ
た
。
一
方
、
印
ソ
不
可
侵
条
約
の
イ
ン
バ
ク
ト
は
、
中
国
本
土

に
無
限
定
な
軍
事
的
勢
カ
拡
大
を
展
開
し
て
い
た
現
地
隆
軍
に
、
日
中
長

期
戦
の
決
意
を
固
め
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
国
民
政
府
と
の
和

平
を
求
め
て
い
た
限
定
的
勢
力
拡
大
派
も
、
守
ソ
不
可
分
の
国
際
政
治
の

前
に
、
戦
争
の
早
期
解
決
へ
の
展
望
を
失
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
日
中
戦

争
の
拡
大
と
長
期
化
は
、
不
可
避
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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〔
博
±
論
文
審
査
要
旨
〕

論
題

一
九
三
〇
年
代
日
本
外
交
の
史
的
分
析

　
－
日
中
戦
争
に
至
る
対
外
政
策
の
形
成
と
展
開
1

論
文
審
査
担
当
者
　
　
主
査

野山有

林本賀

健満貞

　
井
上
寿
一
氏
の
上
記
論
文
は
、
国
際
連
盟
脱
退
か
ら
日
申
戦
争
勃
発
に

至
る
日
本
外
交
の
形
成
と
展
開
の
過
程
を
分
析
し
、
日
中
戦
争
は
ど
の
よ

う
に
し
て
回
避
不
可
能
と
な
っ
た
の
か
、
戦
争
が
不
可
避
に
な
っ
た
と
言

え
る
時
期
は
い
つ
か
を
、
実
証
的
に
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
論
文
は
、
第
一
章
「
国
際
連
盟
脱
退
」
、
第
二
章
「
「
対
米
緊
張
緩

和
の
襖
索
」
、
第
三
章
「
対
米
外
交
と
対
中
外
交
の
間
」
、
第
四
章
「
天
羽

声
明
と
中
国
政
策
」
、
第
五
章
「
華
北
分
離
工
作
と
広
田
三
原
則
」
、
第
六

章
「
〈
防
共
〉
外
交
の
ジ
レ
ン
マ
」
、
第
七
章
「
現
状
維
持
派
の
崩
壊
」
の

七
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
冒
頭
に
「
序
章
　
課
魑
と
視
角
」
を
、
そ
し
て
最

後
に
「
終
章
結
論
」
を
置
い
て
い
る
。
　
　
。

　
井
上
氏
は
序
章
に
お
い
て
述
ぺ
て
い
る
よ
う
に
、
満
州
事
変
か
ら
日
中

戦
争
、
太
平
洋
戦
争
ま
で
を
連
続
的
に
と
ら
え
る
「
十
五
年
戦
争
」
論
に

対
し
て
、
「
十
五
年
戦
争
」
期
を
む
し
ろ
非
連
続
的
に
と
ら
え
る
立
場
に

立
ち
、
一
九
…
二
年
五
月
の
塘
沽
停
戦
協
定
か
ら
数
年
の
間
、
日
中
関
係

の
相
対
的
安
定
期
が
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
す
る
。
著
者
は
、
「
十
五
年
戦

争
」
非
連
続
論
の
立
場
に
立
つ
研
究
者
も
、
日
本
が
日
中
関
係
の
相
対
的

安
定
を
維
持
し
得
ず
、
全
面
戦
争
に
突
き
進
ん
で
行
っ
た
過
程
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
十
分
説
得
的
な
説
明
を
し
て
い
な
い
と
し
て
、
一
九
三
三
年
か

ら
三
七
年
ま
で
の
日
本
外
交
の
形
成
と
展
開
の
過
程
を
よ
り
綿
密
に
検
討

し
解
明
す
る
必
要
を
述
ぺ
る
。
そ
し
て
著
者
は
そ
の
過
程
を
、
優
勢
に
な

っ
て
い
く
勢
カ
拡
犬
路
線
と
後
退
す
る
現
状
維
持
路
線
、
あ
る
い
は
軍
部

対
外
務
省
な
い
し
は
政
府
と
い
う
よ
う
な
二
元
的
対
立
の
図
式
で
と
ら
え

る
こ
と
を
排
し
、
〔
無
限
定
な
〕
勢
カ
拡
大
路
線
（
主
と
し
て
現
地
陸
軍
）
、

限
定
的
勢
カ
拡
大
路
線
（
主
と
し
て
陸
軍
咋
央
）
、
現
状
維
持
“
対
米
英

協
調
路
線
（
主
と
し
て
外
務
省
主
流
）
〔
以
下
、
現
状
維
持
路
線
と
略
記
〕

と
い
う
三
路
線
の
絡
み
合
い
と
し
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
。

　
井
上
氏
は
、
一
九
…
二
年
の
国
際
連
盟
脱
退
後
、
日
本
の
政
情
が
安
定

し
、
対
外
危
機
も
沈
静
化
し
た
こ
と
に
注
目
し
、
本
論
文
の
第
一
章
に
お

い
て
、
国
際
連
盟
脱
退
に
至
る
政
治
過
程
を
再
検
討
す
る
。
連
盟
脱
退
は

従
来
、
満
州
事
変
拡
大
政
策
の
帰
緒
で
あ
り
、
日
本
の
国
際
的
孤
立
化
を

端
的
に
示
す
も
の
と
見
ら
れ
て
き
た
が
、
井
上
氏
は
連
盟
脱
退
が
、
国
際

連
盟
に
よ
る
対
日
制
裁
の
危
機
を
回
避
し
、
国
際
協
調
外
交
へ
の
打
撃
を

最
小
隈
に
留
ど
め
る
た
め
に
、
現
状
維
持
派
の
主
導
の
下
に
進
め
ら
れ
た

政
策
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
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す
な
わ
ち
、
当
初
、
満
州
に
お
け
る
行
動
を
穣
極
的
に
推
進
し
た
勢
カ

も
、
そ
れ
に
消
極
的
だ
っ
た
勢
カ
も
、
と
も
に
連
盟
脱
退
を
考
え
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
現
状
維
持
派
は
連
盟
の
動
向
が
日
本
に
対
し
て
厳
し
い

も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
国
際
的
孤
立
を
避
け
る

た
め
に
連
盟
か
ら
の
脱
退
を
考
慮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
く
に
勢
カ
拡

大
派
の
熱
河
作
戦
を
抑
え
ら
れ
な
い
状
況
に
な
る
と
、
彼
ら
は
連
盟
と
し

て
は
こ
の
新
た
な
武
カ
攻
撃
を
明
ら
か
な
規
約
違
反
と
み
な
し
制
裁
行
動

に
出
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
と
予
想
し
、
制
裁
を
避
け
国
際
的
孤
立
を

免
れ
る
た
め
に
は
、
連
盟
か
ら
の
脱
退
が
残
さ
れ
た
唯
一
の
選
択
で
あ
る

と
結
論
し
た
。
当
時
連
盟
の
指
導
国
イ
ギ
リ
ス
も
チ
ェ
コ
ス
ロ
ブ
ァ
キ
ア

の
よ
う
な
代
表
的
中
小
国
も
日
本
が
連
明
皿
か
ら
脱
退
す
れ
ぱ
、
そ
れ
以
上

日
本
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
意
志
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
を
彼
ら
は
知
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
い
わ
ぱ
「
協
調
の
た
め
の
脱
退
」
に
よ

っ
て
、
日
本
の
対
外
危
機
は
沈
静
化
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
井
上
氏

は
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
、
外
務
省
、
陸
軍
中
央
、
関
東
軍
、
、
海
軍
、
政
党

に
目
を
配
り
、
勢
カ
拡
犬
派
、
隈
定
的
勢
カ
拡
犬
派
の
動
向
に
言
及
し
つ

つ
、
実
証
的
に
解
明
し
て
い
る
。

　
井
上
氏
は
第
二
章
に
お
い
て
は
、
国
際
連
盟
脱
退
後
、
日
本
が
米
英
と

の
協
調
を
襖
策
す
る
外
交
を
展
開
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
著
者
は
、
基
本

的
に
は
現
状
維
持
路
線
と
い
え
る
外
交
が
展
開
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
陸

軍
中
央
の
限
定
的
勢
カ
拡
大
派
が
米
英
と
の
協
調
の
回
復
を
望
み
、
関
東

軍
の
長
城
内
へ
の
遼
出
を
懸
命
に
抑
え
て
停
戦
協
定
に
こ
ぎ
つ
け
た
こ
と
、

そ
し
て
勢
カ
拡
犬
派
も
当
面
の
目
標
を
達
成
し
た
の
で
、
一
応
鉾
を
収
め
、

隈
定
的
勢
カ
拡
大
派
の
協
調
政
策
に
反
対
し
な
か
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
満

州
国
を
既
成
事
実
と
す
る
こ
と
で
陸
軍
内
部
が
相
対
的
落
ち
潜
き
を
取
り

戻
し
て
い
た
と
い
う
事
憎
を
指
摘
す
る
。
ま
た
著
者
は
こ
の
時
期
に
は
陸

軍
中
央
で
対
ソ
強
硬
論
の
「
皇
道
派
」
の
力
が
弱
ま
っ
た
の
で
、
ソ
連
と

も
緊
張
を
避
け
る
政
策
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
に
米
英
と
の
友
好
関
係
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
現
状
維
持
派

に
と
っ
て
難
間
と
な
っ
た
の
は
、
海
軍
軍
備
制
隈
条
約
の
問
題
で
あ
っ
た
。

海
軍
は
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ロ
ン
ド
ン
両
条
約
の
廃
棄
を
強
く
主
張
し
、
外
務

省
は
そ
の
主
張
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
著
者

は
、
広
田
弘
毅
外
相
の
米
英
と
の
不
可
侵
協
定
案
（
一
九
三
四
年
）
を
、

両
条
約
を
廃
棄
す
る
こ
と
に
な
る
場
合
に
傭
え
、
協
調
外
交
に
対
す
る
そ

の
衡
撃
を
緩
和
す
る
策
を
求
め
た
現
状
維
持
派
の
案
と
し
て
と
り
あ
げ
、

そ
の
構
想
が
挫
折
す
る
経
過
を
考
察
す
る
。
こ
の
不
可
侵
協
定
問
題
は
日

英
間
の
問
題
と
し
て
研
究
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
井
上
氏
は
こ
の
不
可

侵
協
定
案
が
も
と
も
と
日
米
英
三
国
の
新
た
な
協
調
の
た
め
の
枠
組
み
と

し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
イ
ギ
リ
ス
側
が
不
可
侵

協
定
に
か
な
り
の
関
心
を
示
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
日
英
間
で
の
話
し
合

い
が
進
展
し
な
か
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
に
参
加
の
意
図
が
な
い
と
き
に
、

日
英
だ
け
で
協
定
を
結
ぷ
な
ら
ぱ
、
ア
メ
リ
カ
の
強
い
反
発
を
呼
ぴ
さ
ら

に
悪
い
繕
果
を
も
た
ら
す
と
日
本
側
が
考
え
た
た
め
で
あ
る
と
論
じ
る
。

　
満
州
事
変
後
、
日
本
側
か
ら
の
新
た
な
日
米
協
調
の
襖
索
に
消
極
的
な

態
度
を
と
っ
た
ア
メ
リ
カ
は
中
国
に
お
い
て
、
活
発
な
外
交
を
展
開
し
よ
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う
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
井
上
氏
は
第
三
章
で
、
そ
の
よ
う

な
ア
メ
リ
カ
の
中
国
政
策
の
消
極
性
と
中
国
国
民
政
府
の
宥
和
的
態
度
と

に
乗
じ
て
、
日
本
主
導
に
よ
る
日
中
の
提
携
を
員
指
す
外
交
が
展
開
．
さ
れ

た
こ
と
を
述
ぺ
る
。
そ
し
て
第
四
章
で
は
、
一
九
三
四
年
四
月
の
い
わ
ゆ

る
「
天
羽
声
明
」
を
と
り
あ
げ
、
当
時
の
日
中
関
係
の
状
況
を
分
析
す
る

と
と
も
に
、
声
明
の
意
昧
と
そ
の
政
治
的
影
響
と
を
考
察
す
る
。

　
井
上
氏
は
、
天
羽
声
明
当
時
、
日
本
は
中
国
国
民
政
府
内
の
「
欧
米

派
」
を
璽
制
し
つ
つ
、
「
親
日
派
」
に
接
近
し
両
国
政
府
閥
切
関
係
を
改

善
す
る
政
策
を
試
み
て
い
た
こ
と
を
述
ぺ
、
そ
れ
に
比
ぺ
て
、
ア
メ
リ
カ

お
よ
ぴ
国
際
連
盟
の
中
国
政
策
は
消
極
的
で
あ
り
、
国
民
政
府
内
で
は
親

日
派
が
有
カ
で
、
賠
介
石
も
対
日
妥
協
路
線
を
と
っ
て
い
た
か
ら
、
中
国

憎
勢
は
日
本
に
有
利
に
展
開
し
て
い
た
と
、
分
析
す
る
。
井
上
氏
は
、
天

羽
芦
明
の
意
味
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
当
時
と
ら
れ
て
い
た
政
府
の
中
国
政

策
の
基
本
方
針
を
記
者
団
に
語
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
と
く
に
新
し
い
方

針
を
表
明
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
と
く
に
そ
の
よ
う
な
談
話
を
発
表

す
る
必
要
が
意
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
と
い
う
見
方
を
と
り
、

そ
し
て
外
務
省
に
と
っ
て
、
こ
の
談
話
が
当
時
の
国
際
状
況
の
中
で
大
き

な
反
響
を
呼
ぷ
と
は
ま
っ
た
く
予
想
外
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
著

者
は
国
民
政
府
自
体
は
天
羽
声
明
の
ア
ジ
ァ
・
モ
ン
ロ
ー
主
義
的
な
レ
ト

リ
ヅ
ク
を
「
欧
米
派
」
に
対
す
る
蓮
制
と
理
解
し
て
隠
や
か
に
対
応
し
た

こ
と
に
言
及
す
る
一
方
、
中
国
の
世
論
の
反
発
が
厳
し
く
、
世
論
が
「
親

日
派
」
に
対
す
る
不
信
を
強
め
た
か
ら
、
こ
の
声
明
は
日
本
が
協
カ
者
と

し
て
い
た
「
親
圓
派
」
を
窮
地
に
追
い
込
む
と
い
う
日
本
側
の
予
期
せ
ざ

る
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
述
ぺ
る
。

　
現
状
維
持
派
が
天
羽
声
明
の
失
策
を
埋
め
合
わ
せ
る
前
に
、
河
北
省
に

駐
屯
し
て
い
た
日
本
軍
の
勢
カ
拡
大
派
が
一
九
三
五
年
に
新
た
な
拡
大
政

策
、
華
北
分
離
工
作
に
乗
り
出
し
、
日
中
関
係
の
相
対
的
安
定
は
崩
壊
に

向
か
う
。
井
上
氏
は
第
五
章
で
、
華
北
分
離
工
作
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

陸
軍
巾
央
の
隈
定
的
勢
カ
拡
大
派
は
現
地
の
勢
カ
拡
大
派
の
抑
制
に
努
め
、

梅
津
・
何
応
欽
協
定
、
土
肥
原
・
秦
徳
純
協
定
を
も
っ
て
華
北
分
離
工
作

（
第
一
次
華
北
分
離
工
作
）
を
打
ち
切
り
、
経
済
提
携
咋
心
の
華
北
政
策

を
推
進
し
よ
う
と
す
る
。
当
時
ま
だ
中
国
国
氏
政
府
は
日
本
に
対
し
て
宥

和
的
で
あ
っ
た
が
、
日
中
関
係
改
善
を
狙
う
日
本
側
の
外
交
は
陸
軍
の
限

定
的
勢
カ
拡
大
派
の
実
カ
者
永
田
鉄
山
の
暗
殺
で
遅
延
し
、
そ
の
間
に
、

日
本
側
か
ら
具
体
的
な
支
援
を
得
ら
れ
な
い
「
親
日
派
」
が
没
落
し
、
蒋

介
石
も
抗
日
の
方
向
へ
と
転
換
し
始
め
る
。
し
か
も
勢
カ
拡
大
派
は
中
央

の
混
乱
に
棄
じ
て
第
二
次
華
北
分
離
工
作
を
強
行
し
、
翼
東
防
共
自
治
委

員
会
を
成
立
さ
せ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
国
民
政
府
も
従
来
の
対
日
妥
協
路

線
を
最
終
的
に
放
棄
し
、
抗
日
を
選
択
し
た
。
井
上
氏
は
こ
の
よ
う
に
述

ぺ
、
翼
察
政
務
委
員
会
の
設
立
を
そ
の
具
体
的
表
れ
と
見
な
し
、
一
九
三

三
年
以
来
の
日
申
関
係
は
こ
こ
で
転
換
点
に
達
し
た
と
考
え
る
。

　
井
上
氏
は
第
二
次
華
北
分
離
工
作
の
後
、
現
状
維
持
派
が
限
定
的
勢
カ

拡
大
派
と
協
調
し
て
展
開
し
た
外
交
を
「
防
共
」
外
交
と
呼
ぴ
、
第
六
章

で
そ
れ
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
著
者
は
こ
の
政
策
に
つ
い
て
、
「
防
共
」

す
な
わ
ち
、
反
ソ
を
強
調
す
る
ご
と
に
よ
っ
て
、
現
地
陸
軍
の
中
国
本
土
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へ
の
勢
カ
拡
犬
を
抑
制
し
、
糞
東
政
権
の
解
消
を
も
考
慮
し
つ
つ
、
国
民

政
府
と
の
「
共
同
防
共
」
に
よ
る
関
係
改
善
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
っ
た

と
述
べ
、
こ
の
政
策
は
失
敗
に
終
わ
ら
ざ
る
こ
と
を
え
な
か
っ
た
と
考
え

る
。
な
ぜ
な
ら
、
抗
目
へ
と
転
換
し
た
中
国
は
権
カ
政
治
的
考
慮
か
ら
ソ

連
へ
の
接
近
を
強
め
て
お
り
、
「
防
共
」
を
基
礎
と
し
た
関
係
改
善
に
は
、

以
前
と
は
異
な
っ
て
、
否
定
的
な
態
度
に
終
始
し
た
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、

こ
の
「
防
共
外
交
」
は
日
独
防
共
協
定
を
も
た
ら
し
た
だ
け
で
終
わ
る
が
、

著
者
は
こ
の
日
独
防
共
協
定
は
元
来
は
日
中
防
共
協
定
と
の
関
連
で
考
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
防
共
」
外
交
が
中
国
に
お
け
る

行
動
の
自
制
を
狙
い
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
井
上
氏
は
「
防
共
」
外
交
挫
折
の
後
、
日
本
の
申
国
政
策
に
は
な
お
二

つ
の
路
線
が
残
さ
れ
て
い
た
と
し
て
、
字
垣
一
成
の
現
状
維
持
路
線
と
石

原
莞
爾
の
隈
定
的
勢
カ
拡
大
路
線
と
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
第
七
章

で
考
察
す
る
。
宇
垣
は
陸
軍
の
反
対
で
組
閣
で
き
ず
、
彼
の
政
策
は
実
行

の
機
会
を
失
っ
た
が
、
非
上
氏
は
字
垣
路
線
に
は
反
ソ
主
義
が
な
く
、
独

自
の
ア
ジ
ァ
主
義
的
な
立
場
か
ら
華
北
分
雛
反
対
な
ど
自
制
的
な
中
国
政

策
構
想
を
掲
げ
て
い
た
と
し
て
、
そ
れ
を
高
く
評
価
す
る
。
一
方
、
石
原

路
線
に
つ
い
て
は
、
満
州
国
第
一
主
義
で
一
応
隈
定
的
勢
カ
拡
大
路
線
で

あ
る
が
、
満
州
国
の
承
認
を
中
国
側
に
要
求
し
、
糞
東
政
権
も
満
州
国
承

認
を
求
め
る
際
の
人
質
に
と
っ
て
お
こ
う
と
い
う
考
え
で
あ
り
、
こ
れ
で

は
、
中
国
側
が
受
容
で
き
る
余
地
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
宇
垣
内
閣
不

成
立
の
あ
と
に
成
立
し
た
林
銑
十
郎
内
閣
の
佐
藤
尚
武
外
相
の
中
国
政
策

が
和
解
的
な
政
策
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
井
上
氏
は
当
時

林
内
閣
に
対
す
る
石
原
の
発
言
カ
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ぱ
佐

藤
外
交
に
は
限
界
が
あ
っ
た
と
述
べ
、
か
り
に
在
任
期
間
が
実
際
よ
り
長

く
、
ま
た
藤
溝
橋
事
件
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
佐
藤
外
交
は
成
功

し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
庁
蕨
溝
橋
事
件
が
起
こ
り
、
そ
の
直

後
に
中
ソ
不
可
優
条
約
が
成
立
し
て
か
ら
は
、
外
務
省
の
現
状
維
持
派
は

日
中
関
係
打
開
の
た
め
の
新
た
な
政
策
を
も
た
ず
、
現
地
陸
箪
は
中
ソ
の

提
携
を
重
視
し
て
申
国
で
の
長
期
戦
の
決
意
を
固
め
、
限
定
的
勢
カ
拡
犬

派
も
申
ソ
の
結
ぴ
付
き
を
見
て
戦
争
の
早
期
解
決
へ
の
展
望
を
失
い
、
こ

う
し
て
周
中
戦
争
の
拡
大
と
長
期
化
は
不
可
避
に
な
う
た
と
著
者
は
諭
じ

て
い
る
。
　
　
　
　
．

　
以
上
が
井
上
氏
の
学
位
請
求
論
文
の
要
旨
で
あ
る
。
満
州
事
変
後
、
日

中
戦
争
勃
発
前
に
日
申
関
係
が
比
較
的
安
定
し
て
い
た
時
期
が
あ
る
こ
と

に
潜
目
し
、
そ
の
間
の
日
本
外
交
の
形
成
と
展
開
を
詳
細
に
検
討
し
て
、

日
中
関
係
の
破
局
が
不
可
避
に
な
っ
て
行
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

し
た
問
魑
意
織
は
適
切
で
あ
り
、
広
く
史
料
を
参
照
し
て
実
証
性
も
高
い
。

日
本
に
お
い
て
利
用
で
き
る
関
連
一
次
史
料
に
は
こ
と
．
こ
と
く
目
を
通
し

て
お
り
、
と
く
に
今
ま
で
参
照
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
倉
宮
勇
三
郎

の
日
記
（
国
会
図
書
館
）
や
近
年
公
開
さ
れ
た
重
光
葵
文
書
（
憲
政
記
念

館
）
を
参
照
し
、
そ
れ
ら
を
史
実
の
再
構
成
に
利
用
し
て
い
る
点
が
新
し

い
。

　
本
論
文
は
個
ン
の
間
題
の
議
論
に
お
い
て
も
、
幾
つ
も
の
新
し
い
見
方

を
推
示
し
て
お
り
、
独
自
性
に
窟
ん
で
い
る
。
第
一
に
、
日
本
の
国
際
連

盟
脱
退
が
国
際
的
孤
立
を
避
け
る
た
め
の
脱
退
で
あ
っ
た
と
す
る
新
し
い
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見
解
は
卓
見
と
い
う
ぺ
く
、
き
わ
め
て
説
得
的
で
あ
る
。
連
盟
脱
退
後
、

対
外
関
係
修
復
の
た
め
の
外
交
が
試
み
ら
れ
た
背
景
の
分
析
も
す
ぐ
れ
て

い
る
。
第
二
に
、
日
英
不
可
侵
協
定
問
魑
を
日
米
英
三
国
間
の
不
可
侵
協

定
構
想
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
、
日
英
間
の
交
渉
が
進
展
し
な
か
っ
た

主
た
る
原
因
を
、
日
本
側
が
日
英
の
接
近
に
よ
り
対
米
関
係
を
悪
く
す
る

こ
と
を
恐
れ
た
こ
と
に
求
め
る
見
解
も
、
興
味
深
い
。
第
三
に
、
天
羽
声

明
の
意
昧
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
何
か
新
し
い
政
策
を
表
明
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
は
な
く
、
記
者
団
に
対
し
て
当
時
の
政
策
を
解
説
し
た
も
の
に
す

ぎ
な
い
が
、
国
際
的
反
響
、
と
く
に
中
国
の
国
民
感
憎
へ
の
影
響
を
考
え

な
い
発
言
に
よ
っ
て
、
日
本
に
好
都
合
で
あ
っ
た
当
時
の
国
民
政
府
内
の

状
況
を
自
ら
壊
す
緒
果
と
な
っ
た
と
い
う
解
釈
も
、
新
鮮
で
注
目
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。
第
四
に
、
い
わ
ゆ
る
「
防
共
」
外
交
を
大
胆
な
枢
軸
接
近

政
策
と
見
な
さ
ず
、
す
ぐ
れ
て
現
状
維
持
的
な
性
楮
を
も
つ
も
の
と
理
解

す
る
の
も
新
し
い
傾
向
で
あ
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
本
論
文
の
独
創
的
見

解
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
政
策
が
出
て
く
る
政
府
内
政
治
の
分

析
に
つ
い
て
は
、
「
皇
道
派
」
の
役
割
の
重
要
性
を
否
定
す
る
な
ど
独
自

の
見
方
を
提
示
し
て
い
る
。
第
五
に
、
第
二
次
華
北
分
離
工
作
が
日
申
戦

争
を
避
け
が
た
い
も
の
に
す
る
分
岐
点
に
な
っ
た
と
す
る
見
解
も
適
切
で

あ
る
。

　
審
査
担
当
者
た
ち
は
本
論
文
に
対
し
て
幾
つ
か
の
疑
問
点
な
い
し
は
批

判
点
を
も
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
こ
の
時
期
の
日
本
外
交
の
形
成
と
展
開

を
三
つ
の
対
外
政
策
路
線
の
絡
み
合
い
の
過
程
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は

適
切
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
全
体
を
通
じ
て
現
状
維
持
1
－
対
米
英
協
調
路

■

線
と
い
う
用
語
を
用
い
る
こ
と
に
は
、
若
千
の
疑
問
が
あ
る
。
本
論
文
の

記
述
自
体
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
著
者
が
こ
の
脇
線
推
進
者
と
見
な

す
人
々
の
多
く
は
、
中
国
政
策
に
お
い
て
米
英
と
の
協
調
に
つ
ね
に
意
を

用
い
た
と
は
言
い
が
た
く
、
む
し
ろ
米
英
の
申
国
政
策
が
消
極
的
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
米
英
と
の
関
係
の
悪
化
を
防
ぎ
な
が
ら
日

本
主
導
の
秩
序
を
東
ア
ジ
ア
に
つ
く
る
と
い
う
方
向
に
進
ん
だ
か
ら
で
あ

る
。
第
二
に
、
本
論
文
は
中
国
国
氏
政
府
内
の
「
親
日
派
」
に
対
立
す
る

勢
カ
を
「
欧
米
派
」
と
見
な
し
て
い
る
が
、
幣
制
改
革
な
ど
の
近
代
化
政

策
に
関
心
を
も
ち
そ
れ
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
後
者
で

あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
政
策
に
つ
い
て
日
本
が
ま
っ
た
く
理
解
を
示

さ
ず
そ
れ
に
反
対
し
た
二
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
り
、
日
本
が
そ
れ
に
反

対
し
た
の
は
欧
米
派
を
助
け
る
政
策
と
見
な
し
た
か
ら
だ
と
い
う
説
明
で

は
不
十
分
で
あ
る
。
第
三
に
、
「
政
府
内
政
治
」
の
分
析
を
目
的
と
す
る

か
ら
に
は
、
政
府
の
諸
組
織
内
で
の
政
策
形
成
、
組
織
の
間
の
対
立
と
妥

協
、
共
通
の
政
策
構
想
を
共
有
す
る
グ
ル
ー
プ
の
組
織
を
こ
え
た
連
携
な

ど
に
つ
い
て
、
よ
り
整
理
さ
れ
た
記
述
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
第
四

に
、
日
本
の
史
料
は
よ
く
利
用
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
公
文
書
館
の
史
料

も
か
な
り
参
照
さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
文
作
成
の
時
点
で
は
ア
メ
リ
カ
の

文
書
館
の
史
料
が
参
照
さ
れ
て
い
な
か
う
た
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の

見
解
や
政
策
の
検
討
が
や
や
不
十
分
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
は
本
論
文
の
も
つ
本
質
的
な
価
値
を
損
な

う
も
の
で
は
な
い
。
既
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
本
論
文
は
一
九
三
〇

年
代
の
日
本
外
交
史
に
関
す
る
刺
激
的
な
研
究
で
あ
り
、
学
界
に
貢
献
す
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る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
井
上
氏
は
本
論
文
の
一
部
を
二
度
に

分
け
て
学
会
で
発
表
し
、
ま
た
三
つ
の
論
文
に
分
け
て
『
一
橋
論
叢
』
に

発
表
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
報
告
や
論
文
は
、
こ
の
時
期
の
日
本
の
政
治

外
交
史
に
関
心
を
も
つ
研
究
者
か
ら
注
目
さ
れ
好
評
を
得
た
実
綾
が
あ
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
ウ
て
、
審
査
担
当
者
は
井
上
寿
一
氏
に
法
挙
博
士
の
挙

位
を
授
与
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
の
一
致
し
た
結
論
に
達
し
た
。

　
　
（
平
成
元
年
一
月
十
八
日
）
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